
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

西三河工業用水道事業における受水事業者の受水量削減の緩和について 
 

明治用水頭首工の漏水を踏まえ、西三河工業用水道事業は十分な取水量が確保でき

ない中、受水事業者の受水量を通常の 50％程度に削減しています。 

明治用水幹線水路では現在、東海農政局等が応急対策工事として実施してきた仮設

構造物の設置による右岸取水口の水位上昇により自然取水が可能となり、仮設ポンプ

との併用で、13m3/s 程度の流量が確保できております。また、農業用水においては、 

6 月 25 日（土）から、4 ブロック割通水（1 日通水 3 日断水）から 2 ブロック割通水 

（3 日通水 3 日断水）へと緩和されました。 

こうしたことから、工業用水の供給を本日正午以降、通常の50％程度（約1.0 m3/s）

の受水から、75％程度（約 1.5m3/s）の受水に緩和することにしました。 

なお、依然として仮設ポンプとの併用による対応となることを鑑み、受水事業者へ

は引き続き水利用の節減をお願いしてまいります。 

また、急な大雨等により供給量が制限される場合には、県から各受水事業所へメー

ル等により緊急連絡をした後、工業用水の受水量削減への協力をお願いする可能性が

あります。 
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